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The next meeting on Saturday.
（次の会議は土曜日です。）
 was  be  will be  would be
〔設問 B〕
The exam at８：３０on Monday.
英文法診断テスト作成の試み １２７
（そのテストは月曜日の８時半開始である。）






























The library at９：００a.m. tomorrow.
（明日は，図書館は９時開館です。）
 opens  open  opened  has opened
 正答なし
〔設問 D〕
My father next week.
（私の父は来週退職する。）















The next train at１２：００.
（次の電車は１２時に出発します。）
 leaves  leave  will leave  has left
〔設問 F〕
They that we could win the match.
（彼らはその試合に勝つことを疑いもしませんでした。）














１３０ 言語文化研究 第２８巻 第２号
通し番号 設問 A 設問 B 設問 C 設問 D 設問 E
１ ２ ４ ２ ４ ３
２ ３ １ １ ３ １
３ ２ ２ ５ ３ １
４ ３ １ ２ ３ ２，３
５ ３ ３ ５ ２ ２，３
６ ３ １ ２ ５ １
７ ３ ４ ２ ５ ３
８ ３ ３ １ ４ ３
９ ２ ３ ５ ４ １，３
１０ ３ ３ ４ ３ １，４
１１ ３ ２ ３ ３ ３
１２ ３ １ １ ４ １，３
１３ ３ ３ ５ ２ １，４
１４ ３ ３ ５ ３ ３
１５ ３ ２ ２ １ ２
１６ ３ ３ １ ４ １
１７ ３ １ １ ４ ２
１８ ３ ３ ５ ５ ４
１９ ３ ３ ５ ３ １，４
２０ ３ ３ １ ３ ３
２１ ３ １ １ ５ １，３
２２ ３ １ ３ ３ ４
２３ ３ １ １ ５ ３
２４ ３ ３ ５ ５ ３
２５ ２ ３ ４ ３ １
２６ ３ ３ ２ ４ ３
２７ ３ １ １ ５ ３
２８ ３ １ １ ５ １，４
２９ ３ １ ２ ３ １，３
３０ ３ １ １ ５ １，３
３１ ３ １ １ ５ ２，３
３２ ３ １ １ ５ ２，３
３３ ３ １ １ ５ １
３４ ３ １ ５ ３ １，３
３５ ３ １ １ ５ １，３
３６ ３ １ １ ５ １
３７ ３ １ ２ ５ ２
３８ ３ １ １ ５ １，３
３９ ３ １ １ ５ １
４０ ３ １ １ ２ １，３
４１ ３ １ １ ５ ３
４２ ３ １ １ ３ １
４３ ３ １ １ ５ １，３
４４ ３ １ １ ３ １
４５ ３ １ １ １，３
４６ ２ ３ ５ ２ １
４７ ３ １ １ ５ １，３
４８ ３ １ ２ ３ ２
４９ ３ １ １ ５ １，３
５０ ３ １ １ ５ １，３
５１ ３ １ １ ５ １


























設問 C 設問 D 設問 E（完全解答） 設問 E（１のみ正解）
７８．１％ ６２．５％ ４０．６％ ６８．８％
表２：〔設問 A〕〔設問B〕正答者の〔設問C～E〕の正答率











































































Please let me know back.
〔will / when / comes / came / come / has / John〕
〔設問 H〕
訳：もし明日雨が降ったら，映画に行くことにします。









〔will / it / rain / rains / rained / have / has〕

〔has / go / will / went / gone / have〕
































１３６ 言語文化研究 第２８巻 第２号
で，解答が「ABECD」の場合，「A」だけが得点に値し，１点が与えられる。



















応答パターン Binary得点 Exact得点 Pair得点 Combined得点
ABCDE １ ５ ６ １１
ABCED ０ ３ ３ ６
EABCD ０ ０ ３ ３
DBAEC ０ １ ０ １




















































John has come 時制を誤っています。ここで完了形を用いることはできません。
John will comes, John
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１４２ 言語文化研究 第２８巻 第２号
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